
・　わかりやすい説明と話にひきこまれ、とても良かった。

· 思いの外、体力・気力を使う企画でしたが、それなりに参加した意義はあったと思います。

· 各年代層が参加できる複数の日程計画で有意義な方向へ進めてほしいと思います。
· 講座は楽しく、おもしろかった。参加者が各々見方、感じ方が異なると思った。

まず、「歩かない」（車利用・家にとじこもる等）より「歩く」方が、健康や町おこしのために良いと思う。歩くためには、安全で安心して歩ける道づくりが欠かせないし、歩く当人もルールやマナーを守らねばならない。

　一方、あまり歩かない人には、歩く楽しさをもっと伝えることも必要だ。その意味では、今回の講座は一役買っていると思う。

　幸い、平塚市の地形はほぼ平たんで歩きやすい。しかし、歩くための障害も多く見られる。歩行を妨げる置物、危険を感じる自転車や車の運転など数えたらキリがない。

　環境問題や健康増進を促進する上で、まず「歩く」ことからはじめるのが良いと考える。友人と会う場合、「ちょっとお茶しない？」と言うより「ちょっと歩かない？」というくらい気軽に歩ける環境があれば理想的だ。イギリスではしばしば言っていると聞く。
　行政、住民、市民が各々の立場で「楽しく歩ける」環境づくりに前向きに取り組む日が来るのを待ち望むという感想を抱いた。
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